
３
月
定
例
会
議
の
報
告

予
算
特
別
委
員
会
の
報
告

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
1
原
発
事
故
か
ら
、

14
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
元
日

に
は
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
に
改
め
て
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

福
島
県
を
含
む
一
部
の
地
域
で
は
い
ま
だ

2
万
９
千
３
２
８
人
、
そ
の
う
ち
福
島
市
か

ら
も
１
千
９
９
１
人
も
の
被
災
者
が
い
ま
だ

避
難
生
活
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
、
ま
た
、
能
登

半
島
地
震
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
等
を

防
災
・
減
災
対
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
の
責
務
で
す
。

私
共
福
島
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

令
和
元
年
台
風
19
号
豪
雨
や
福
島
県
沖
地
震

な
ど
、
激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
に

対
応
す
べ
く
、
議
会
災
害
対
応
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
訂
や
災
害
時
業
務
継
続
計
画
を
策

定
す
る
な
ど
、
災
害
対
応
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
さ
ら
な
る
災
害
対
応
も
含
め
、

山
積
す
る
課
題
の
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
安

心
・
安
全
な
福
島
づ
く
り
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
定
例
会
議
は
３
月
１
日
に

開
会
し
、
令
和
６
年
度
福
島
市
一
般
会
計
予

算
等
の
議
案
63
件
お
よ
び
報
告
１
件
が
提
出

さ
れ
、
議
案
は
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
福
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
予
算
、
継
続
費
等
の
補
正
で
、

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
等
の
補
助
を
前
倒
し

で
受
け
付
け
る
ほ
か
、（
仮
称
）
市
民
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
費
を
変
更
す
る
た
め
の
経

費
が
計
上
さ
れ
、
歳
出
予
算
の
追
加
額
は

４
千
７
０
０
万
円
余
で
す
。

そ
の
他
の
主
な
議
案
は
、
2
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
会
議
の
期
間
中
、
福

島
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

の
件
や
人
事
案
件
等
の
追
加
議
案
12
件
が
提

出
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
ま
た
は
同
意
し
ま

し
た
。

今
定
例
会
議
に
お
い
て
は
、
川
又
康
彦
議

員
が
代
表
質
問
、
根
本
雅
昭
、
菅
原
美
智
子
、

鈴
木
正
実
、
宍
戸
一
照
の
４
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
問
と
答
弁
は
、

３
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
予
算
特
別
委
員
会
は
３
月
14
、
15
、
18
、

19
、
21
、
22
日
の
６
日
間
に
わ
た
り
、
全
体

会
、
分
科
会
を
開
き
、
令
和
６
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
予
算
を
慎
重
に
審
査
、
認
定
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
１
千
１
７
７
億
円
（
前

年
比
30
億
円
増
、
プ
ラ
ス
２
・
６
％
）

で
、
仮
置
場
返
還
等
推
進
事
業
費
を
除
く

予
算
額
は
、
１
千
１
７
０
億
円
と
９
年

連
続
増
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
は

５
７
０
億
５
千
６
５
８
万
円
余
（
前
年
比

９
億
円
減
、
マ
イ
ナ
ス
１・５
％
）、
事
業
会

計
は
２
４
３
億
６
千
３
０
９
万
円
余
（
前
年

比
１
８
億
円
減
、
マ
イ
ナ
ス
７・０
％
）
で
、

総
額
１
千
９
９
１
億
１
千
９
６
８
万
円
余

（
前
年
比
３
億
円
増
、
プ
ラ
ス
０・１
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
当
会
派
の
川
又

康
彦
議
員
が
役
職
定
年
制
導
入
に
お
け
る
今

後
の
新
卒
者
採
用
計
画
へ
の
影
響
等
に
つ
い

て
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

震
災
の
教
訓
を
忘
れ
ず真

田 

広
志
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福島駅東口地区第一種市街地再開発事業の解体工事現場を、会派で視察しました。
全16棟の解体工事は完了しており、エスタビルの屋上から全体を確認した後、
A・B街区の間（写真）と整地されたC・D街区から、現地を確認しました。

　市民の皆様と真に心を結び、人々が生き生きと、そして心穏やかに暮らせる県都・ふくしま、県境を越え
た広域圏域のリーダーにふさわしい中核市・ふくしまの実現を目指す。
　市民の皆様と同じ目線に立ち様々な政策提言をするとともに、厳しい環境に取り巻かれている地方議会の
在り方を見つめ直し真に開かれた、期待される議会を目指す。
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福
島
市
議
会

　市民の皆様と真に心を結び、
人々が生き生きと、そして心穏
やかに暮らせる県都・ふくしま、
県境を越えた広域圏域のリー
ダーにふさわしい中核市・ふく
しまの実現を目指す。

　市民の皆様と同じ目線に立ち
様々な政策提言をするととも
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いる地方議会の在り方を見つめ
直し真に開かれた、期待される
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福島市議会には下記の４つの常任委員会があり、
あらかじめ決められた担当所管について、少人数で
集中的に審議を尽くすために設置された委員会です。

それぞれが所管する事務の調査、議案、請願、陳情など
の審査を行っております。なお、□内は、それぞれの常任
委員会における当会派の所属議員名です。◎は委員長。

常任委員会・ 予算特別
委員会分科会の

報告

総
務
常
任
委
員
会
・
分
科
会

◎
鈴
木 

正
実
／
二
階
堂 

武
文
／
菅
原 

美
智
子

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
・
分
科
会

◎
川
又 

康
彦
／
宍
戸 

一
照

経
済
民
生
常
任
委
員
会
・
分
科
会

◎
根
本 

雅
昭
／
真
田 

広
志

建
設
水
道
常
任
委
員
会
・
分
科
会

尾
形 

武
／
斎
藤 

正
臣

⃝

注
目
の
予
算

【
都
市
政
策
部
】路
線
バ
ス
等
高
齢
者
利
用
促
進
事
業
費

と
し
て
、３
億
１
千
１
６
４
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。現
在

の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
は
、バ
ス
停
や
駅
か
ら
遠
い

地
域
で
は
利
用
し
づ
ら
く
、約
３
割
の
利
用
率
で
あ
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
を
導
入
す
る
新
た
な
制
度
が
令
和
７

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。具
体
的
に
は
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
す
る
タ
ク
シ
ー
用
の
シ
ス
テ
ム
構

築
や
、利
用
上
限
を
設
定
す
る
た
め
の
バ
ス・鉄
道
用
の
シ

ス
テ
ム
改
修
等
が
行
わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、周
知・徹
底
の
た

め
の
専
用
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
す
。な
お
、75
歳
以
上
で
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
、約
70
％
で
す
。

【
水
道
局
】渡
利
浄
水
場
施
設
撤
去
工
事（
敷
地
面
積
３・

３
万
㎡
）に
つ
い
て
、総
額
13
億
４
千
２
０
０
万
円
の
内
、新

年
度
予
算
６
億
６
千
６
９
７
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。事

業
終
了
は
令
和
８
年
度
で
、施
設
は
解
体
撤
去
さ
れ
、更
地

と
な
り
ま
す
。跡
地
の
利
活
用
は
、水
道
施
設
の
維
持
管

理・災
害
時
の
復
旧
対
応
拠
点
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

【
市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
】犯
罪
被
害
者
を
地
域
社
会
全

体
で
支
え
る
意
識
の
醸
成
を
図
り
、誰
も
が
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
べ
く「
福
島

市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」を
制
定
し
ま
す
。

⃝

注
目
の
予
算

【
商
工
観
光
部
】本
市
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
花
観
光
」

を
推
進
す
る
た
め
、ふ
く
し
ま
花
回
廊
推
進
事
業
費
と
し

て
２
千
５
５
１
万
円
余
を
計
上
し
、花
回
廊
ス
ポ
ッ
ト
の
魅

力
向
上
、受
入
環
境
整
備
に
よ
る
来
訪
者
満
足
度
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、花
回
廊
ス
ポ
ッ
ト
を
軸
と
し
た
市
内

周
遊
事
業
を
展
開
し
、経
済
活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。

【
農
政
部
】森
林
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
、５
千
１
４
９

万
円
余
を
計
上
し
、森
林
所
有
者
に
対
す
る
意
向
調
査
を

実
施
し
、経
営
管
理
権
集
積
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

森
林
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

「
ゆ
う
や
け
ベ
リ
ー
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
べ
く
、６
０
０
万

円
を
計
上
し「
ゆ
う
や
け
ベ
リ
ー
」に
最
適
な
栽
培
環
境
整
備

に
必
要
な
施
設
、機
械
の
導
入
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

⃝

注
目
の
予
算

【
政
策
調
整
部
】本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
に
着

手
し
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
見
や
す
い
閲
覧
性
、ペ
ー

ジ
検
索
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、情
報
発
信
力
を
強

化
す
る
た
め
の
予
算
３
千
37
万
円
余
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
消
防
本
部
】常
備
消
防
で
は
、市
民
の
安
全
安
心
を
確

保
す
る
た
め
の
高
規
格
緊
急
自
動
車
1
台
と
30
ｍ
級
は

し
ご
付
き
消
防
車
1
台
を
更
新
す
る
た
め
、合
わ
せ
て

2
億
８
千
６
５
６
万
円
余
を
計
上
し
ま
し
た
。今
回
は
、医

大・蓬
莱
団
地
等
を
抱
え
る
21
年
経
過
し
た
福
島
南
消
防

署
の
24
ｍ
級
は
し
ご
車
を
、年
内
に
更
新・配
備
す
る
も
の

で
す
。さ
ら
に
、消
防
団
42
分
団・飯
野
大
久
保
の
消
防
ポ

ン
プ
車
1
台
等
を
更
新
し
ま
す
。

【
会
計
課
】昨
年
7
月
か
ら
の
銀
行
と
の
振
込
手
数
料
交

渉
が
合
意
に
達
し
、今
回
、新
た
に
振
込
手
数
料
を
含
め

た
役
務
費
と
し
て
２
千
４
５
４
万
円
余
を
計
上
し
ま
し
た
。

な
お
、直
近
の
年
間
の
デ
ー
タ
振
込
数
は
約
43
万
件
、原
票

か
ら
の
振
込
数
は
約
９
０
０
件
で
す
。

【
健
康
福
祉
部
】福
島
市
夜
間
急
病
診
療
所
条
例
の一部
を

改
正
す
る
件
は
、小
児
休
日
当
番
医
を
月
2
回
、福
島
市
夜

間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ
と
に
す
る
改
正
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
福
島
市
づ
く
り
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件
は
、

事
業
者
に
お
け
る
社
会
的
障
壁
の
除
去
等
を
努
力
義
務

か
ら
負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
義
務
へ
と
変
更
す
る
も

の
で
す
。

【
教
育
委
員
会
】福
島
市
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
運

営
事
業
は
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
お
よ
び
管
理
業
務
を

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
Ｂ
Ｔ
Ο
方
式
で
進
め
る
も

の
で
、15
年
間
で
計
１
０
４
億
円
余
の
契
約
に
な
り
ま
す
。

⃝

注
目
の
予
算

【
こ
ど
も
未
来
部
】保
育
園
な
ど
を
利
用
し
て
い
な
い
子
ど

も
で
も一定
時
間
ま
で
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
、こ
ど
も
誰
で

も
通
園
支
援
モ
デ
ル
事
業
に
４
８
７
万
円
余
を
計
上
し
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
】こ
む
こ
む
館
の
屋
根
改
修
事
業
は
1
億

4
千
５
０
０
万
円
で
、冷
暖
房
費
削
減
も
期
待
で
き
ま
す
。

福島消防署の30m級はしご車

ゆうやけベリー （出典 ： 福島市観光ノート）

新学校給食センター完成予想図

現在の渡利浄水場
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▲

代
表
質
問
を
行
う
川
又
康
彦
議
員

　
今
回
の
３
月
定
例
会
議
に
お
い
て
、
当
会
派
か
ら
は
根
本
雅
昭
議
員
、
菅
原
美
智
子
議
員
、
鈴
木
正
実
議
員
、

宍
戸
一
照
議
員
の
４
名
が
、
当
面
す
る
市
政
各
般
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
㈭
、
令
和
６
年
３
月
定
例
会
議
の
代
表
質
問
で
は
、

当
会
派
の
川
又
康
彦
議
員
が
代
表
質
問
を
し
、
木
幡
浩
市
長
は
じ
め
担
当
所
管
部
長
等
が
答
弁
し
ま
し
た
。

道
路
敷
設
や
補
修
の
時
期
、
ま

た
市
民
か
ら
の
通
報
と
結
果
等
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
可
視
化
す
る

こ
と
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
を
伺

い
ま
し
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
重
要
で
あ

り
、
維
持
管
理
の
効
率
化
に
役
立

て
ら
れ
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

本
市
郊
外
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

⃝

母
子
保
健
ス
マ
ー
ト
窓
口
に
つ
い
て

⃝

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て

⃝

介
護
人
材
に
つ
い
て

⃝

３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
都
市
計
画
に
つ
い
て

⃝

Ｎ
Ｆ
Ｔ
と
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
つ
い
て

本
市
は
今
後
、
エ
フ
レ
イ
と
ど
の

よ
う
に
連
携
す
る
の
か
伺
い
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、
先
月
14
の
金
融

機
関
情
報
交
換
会
に
お
い
て
エ
フ

レ
イ
職
員
と
意
見
交
換
会
を
行
い
、

関
連
す
る
国
際
会
議
、
学
会
等
が

本
市
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
支
援
策

を
充
実
さ
せ
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

福
島
駅
東
口
開
発
に
関
連
し
て

　
街
中
居
住
に
つ
い
て

⃝

自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

⃝

デ
ジ
タ
ル
推
進
事
業
に
つ
い
て

福
島
駅
東
口
再
開
発
の
規
模
の

縮
小
化
は
本
市
に
と
っ
て
も
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
も
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
代
表
質
問
で
は
そ
の
こ

と
を
ま
ず
当
局
に
質
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
新
た
な
計
画
案
の
提

示
か
ら
決
定
ま
で
が
拙
速
で
は
な

い
か
と
い
う
点
。
2
つ
目
は
市
が

撤
退
す
る
場
合
、
再
開
発
組
合

等
に
市
か
ら
補
償
等
が
発
生
す
る

の
か
に
つ
い
て
。
3
つ
目
に
は
西

口
も
整
備
す
る
と
い
う
東
西
一
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
の
は
、

福
島
市
と
桑
折
町
に
ま
た
が
る

（
仮
称
）
福
島
北
風
力
発
電
事
業

に
お
い
て
、
景
観
へ
の
影
響
と
完

成
時
予
測
合
成
写
真
（
フ
ォ
ト
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
）
の
公
表
の
在
り
方

を
伺
い
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、
フ
ォ
ト
モ
ン
タ

ー
ジ
ュ
で
は
風
車
が一定
程
度
視
認

で
き
ま
す
が
、
事
業
者
が
実
行
可

能
な
範
囲
で
影
響
を
低
減
、
ま
た
、

そ
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
市
民
に

有
効
な
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
公

表
す
る
体
制
を
採
っ
て
い
き
た
い

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

財
政
的
に
も
時
期
尚
早
で
は
な
い

か
と
い
う
点
で
す
。

当
局
か
ら
は
、
縮
小
の
方
針
発

表
後
、
こ
れ
ま
で
2
度
の
検
討
会

や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、

様
々
な
意
見
を
頂
い
て
お
り
、
検

討
会
で
は
概
ね
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
の
み
の
案
が
支
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
決
定
案
で
は
な

く
、
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
よ
う
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
案
に
肉
付
け
し
て
い

く
と
の
答
弁
で
し
た
。
次
に
、
市

が
撤
退
し
た
場
合
に
は
、
市
が
国

や
県
に
補
助
金
返
還
の
義
務
が
発

「
ノ
ー
モ
ア
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
宣

言
」
を
発
し
て
か
ら
半
年
が
経
過

し
た
こ
の
時
期
に
要
請
し
た
狙
い

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
市
長
）
か
ら
は
、
事
業

者
の
事
前
説
明
か
ら
は
予
想
で
き

な
か
っ
た
先
達
山
の
造
成
状
況
に
、

許
可
を
得
る
た
め
の
過
小
な
説
明

内
容
と
確
認
し
た
た
め
、
事
業
者

に
道
義
的
責
任
を
求
め
、
本
市
の

姿
勢
を
他
の
事
業
者
に
も
示
し
た

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

生
す
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
東
西
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
意
見
を
頂

い
て
い
る
段
階
で
、
東
口
再
開
発

と
の
順
序
を
考
え
な
が
ら
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
他
に
は
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ

ー
ト
の
見
直
し
、
農
家
の
収
入
保

険
加
入
の
実
績
、
飯
坂
町
財
産

区
の
水
中
ポ
ン
プ
化
な
ど
を
質
し
、

水
中
ポ
ン
プ
化
に
つ
い
て
は
、
5

本
の
水
中
ポ
ン
プ
化
の
実
施
時
期

と
源
泉
名
な
ど
詳
細
な
質
問
を
総

括
質
疑
で
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
３
月
定
例
会
議
一
般
質
問（
抜
粋
）

令
和
６
年
３
月
定
例
会
議
代
表
質
問（
抜
粋
）

 

道
路
行
政
に
関
す
る
計
画

 

に
つ
い
て

 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構 

 （F-REI: 

エ
フ
レ
イ
）と
の

 

連
携
に
つ
い
て

 

福
島
北
風
力
発
電
事
業
の

 

景
観
へ
の
影
響
に
つ
い
て

 
福
島
県
へ
の「
山
地
に

 
お
け
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

 
等
の
導
入・管
理
に
関

 

す
る
要
請
」に
つ
い
て

今回の質問の全体内容は、福島市議会ホームページ【https://www.city.fukushima.fukushima.jp/gi-soumu/shise/shigikai/】の「議会録画中継」でご覧いただけます。

　令和6年度以降において、福島駅前交流・
集客拠点施設整備事業や（仮称）市民センタ
ー建設などの大型事業の本格化などにより
投資的経費の額が高水準で推移し、実質公債
費比率も急速に跳ね上がり、令和9年度には
財政調整基金及び減債基金も底をつくとの
見通しが出ていることからも、これまで以上
に収支均衡の堅持を意識しながら健全な財
政基盤の確立を図る必要があります。
　次世代に過度な負担を残さず、中長期的な
視点に立った財政見通しのもと、限られた行
財政資源の有効活用を図りながら健全な財
政運営が行われるよう期待し、令和6年度の
要望事項を取りまとめ、昨年「会派要望書」を
木幡浩福島市長に提出しました。
　今回、3月定例会議を経て、会派要望が反
映された予算項目（一部抜粋）
は右記の通りです。詳細はQR
コードからご覧ください。

（単位 千円）

１．活気あふれる、ずっと住み続けたい街
⑴中心市街地の活性化

福島駅周辺まちづくり検討推進 4,630 
福島駅東口地区市街地再開発支援 1,536,730 
街なか出店家賃補助 85,091
新規出店のための内外装工事等補助 30,000
街なか店舗等整備支援 10,000
商店街等活性化イベント支援 36,000
街なかテーマぱーく開催 10,000
ほこみち社会実験 5,000
ももりんシェアサイクルの運営 17,671
パークアンドライドの運営 4,000

⑵災害への万全な体制づくり
避難行動要支援者名簿の更新・個別避難
支援プランの作成 52,337 

地区防災計画策定の推進 4,673 
⑶ふくしま田園中枢都市圏域内の連携強化

連携中枢都市圏の形成による広域的発展 647,228 
⑷持続する農林業

ふくしまの農産物魅力アップ 4,543 
「ゆうやけベリー」ブランド化推進 6,000 
スイーツ・プレミアム販売促進 4,000 
福島型給食の推進 562,935 
米粉等利用拡大支援 1,230 
福島駅前軽トラ市開催 6,000 
地域でつくる農林業振興基金事業【提案枠】 51,500 
スマート農業実装支援 15,000 
脱炭素設備導入支援 4,800 
脱炭素・循環型農業支援 17,882 
気候変動適応型農業支援 10,000 
農業施設の改修 43,500 
新規就農支援パッケージ 174,415 
農業経営の安定化支援 6,837 
森林経営管理の推進 51,490 
ふくしま森林再生事業 143,080 
森林環境学習の推進 8,157 
鳥獣被害対策強化 61,339 
ツキノワグマ被害特別対策 5,158 

⑸県都にふさわしい商工業の振興
次世代後継者育成「夢創塾」 990 

若年者就職支援 408 
⑹温室効果ガスの削減の推進

中小企業ゼロカーボン資金融資 410,500 
再生可能エネルギー（小水力）導入促進 500 
農家の脱炭素設備導入支援〔再掲〕 4,800 
脱炭素・循環型農業支援〔再掲〕 17,882 
脱炭素住宅整備促進 37,300 
脱炭素生活スタイル普及啓発 1,000 
水素活用の普及促進 1,600 

⑺新たな視点による観光の展開
四季の里整備【一部12月補正で計上済】 45,321 
温泉地活性化推進 15,000 
福島三名湯ブランディング 6,000 

２．出会い、結婚、子育て　若い世代に選ばれるまち
⑴定住するなら福島市へ　夢が描けるまちづくり

出会いの場創出 4,713 
結婚新生活支援 74,040 
わかもの住まい支援 1,200 
空家リフォーム支援 25,300 

⑵教育環境の充実
福島型オンライン授業 394,669 
いじめ・不登校対策推進 8,501 
不登校児童生徒の学校復帰支援 12,405 
こども家庭センター（子ども家庭総合支援
拠点）の運営 21,482 

スクールソーシャルワーカーの派遣 8,898 
学校施設リフレッシュ 329,520 
部活動指導体制整備 7,961 

⑶子どもを守るための福祉体制の拡充
障がい者相談支援センターの開設 60,483 
こども発達支援センターの運営 53,286 
医療的ケア児受入保育 791 
子育て世帯・ヤングケアラー訪問支援 1,867 

（仮称）もりあい認定こども園整備 100,900 
心のケア推進 19,146 
特別支援教育の推進 226,607 

⑷引きこもりからの自立支援
ユースプレイス自立支援 4,000 

３．高齢者や障がい者にも優しい福祉のまち
⑴高齢者が出かけたくなる元気高齢者まちづくり

当会派が提出した「要望書」が
令和6年度の予算案に反映

高齢者の公共交通利用助成 311,646 
⑵障がい者の自立を目指す支援態勢

障がい者相談支援センターの開設〔再掲〕 60,483 
障がい福祉サービスの充実 5,556,993 

４．住み心地のいい共創都市
⑴文化レベルの向上

民家園の活用推進 60,660 
「古関裕而記念音楽祭2024」の開催 5,000 
文化振興計画の策定 492 
じょーもぴあ宮畑の活用推進 7,705 

⑵豊かな自然、魅力ある歴史、文化を未来へ
文化財保存活用地域計画の策定 5,330 
文化財の保護・保存 7,959 
和田遺跡整備基本計画の策定 184 
都市間交流の推進 990 

⑶共創の推進と市行政機能の一層の充実
こくりナビプロジェクト 267 
デジタル人材バンクの運用 500 
３Dデジタル都市計画情報の構築 54,820 
スマート農業実装支援〔再掲〕 15,000 
マイナンバーカード取得促進 140,874 
LINEの活用推進 5,261 
母子保健スマート窓口推進 4,276 

（仮称）市民センター等予約システムの導入 33,496 
高齢者デジタル活用サポート 10,000 
総合防災情報システム運用 23,561 
電子入札システムの運用 8,705 
文書管理システムの運用 24,245 
文書生成AIの導入 924 
ICTによる業務効率化 3,812 
BPR手法を活用した業務改革・改善の推進 5,000 
DX人材の育成 1,200 
学校図書館のICT化 26,958 
電子図書館運用 5,000 
公民連携の推進 3,500 
道路の地域安全緊急対策 200,000 
橋梁補修・耐震化 544,600 
橋梁点検 60,000 
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会
長

副
会
長

総
務
会
副
会
長

顧
　
問

政
調
会
長

総
務
会
長

副
会
長

相
談
役

所
属
議
員
一
覧

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員
長

◦
議
会
運
営
委
員

◦
複
合
市
民
施
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

◦
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

◦
経
済
民
生
常
任
委
員

◦
複
合
市
民
施
設
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員

◦
副
議
長

◦
総
務
常
任
委
員

◦
総
務
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
副
委
員
長

◦
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別

　
副
委
員
長

◦
経
済
民
生
常
任
委
員
長

◦
複
合
市
民
施
設
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員

◦
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
監
査
委
員

◦
総
務
常
任
委
員
長

先進地視察報告 （２月５日・６日・７日）

令
和
4
年
9
月
23
日
の
西
九
州
新
幹
線
の
開

業
か
ら
1
周
年
を
迎
え
、
長
崎
駅
周
辺
再
整
備

事
業
と
し
て
、
長
崎
市
主
体
の
長
崎
駅
周
辺
土

地
区
画
整
理
事
業
、
長
崎
県
主
体
の
Ｊ
Ｒ
長
崎

本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
、
国
主
体
の
九
州

新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
（
武
雄
温
泉
～
長
崎
）

が
相
互
に
関
連
し
な
が
ら
長
崎
の
陸
の
玄
関
口

と
し
て
の
再
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
動
線
も
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
昨
今
の
資
材
価
格
高
騰
に
よ
り
当
初
の

１
５
４
億
円
か
ら
１
７
３
億
円
に
膨
ら
ん
で
い

ま
す
。

公
共
事
業
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
景
観

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
専
門
的
な
観
点
か
ら
の
監

修
を
行
う
景
観
専
門
監
を
行
政
組
織
の
中
に

設
置
し
、
行
政
で
組
織
す
る
会
議
体
で
デ
ザ

イ
ン
調
整
が
行
わ
れ
整
備
さ
れ
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
そ
の
重
要
性

を
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
区
域
は
、
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
北
側
の
駅
寄

り
の
Ａ
街
区
と
商
店
街
寄
り
の
Ｂ
街
区
に
分
か

れ
た
約
０
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
で
す
。

当
初
は
、
Ａ
街
区
が
地
上
28
階
・
地
下
1

階
で
、
1
階
か
ら
3
階
に
商
業
施
設
等
・
分

譲
住
宅
（
5
階
～
28
階
）
で
約
２
１
７
戸
等
、

Ｂ
街
区
が
地
上
18
階
で
、
商
業
施
設
（
1

階
）・
高
齢
者
分
譲
住
宅
（
2
階
～
18
階
）
約

91
戸
等
で
し
た
。
そ
の
後
、
資
材
価
格
高
騰

に
対
す
る
事
業
計
画
の
変
更
を
行
い
、
令
和

4
年
12
月
に
Ａ
街
区
は
地
上
28
階
か
ら
27
階

に
、
Ｂ
街
区
は
地
上
18
階
か
ら
14
階
に
、
竣

工
も
２
０
２
６
年
4
月
か
ら
２
０
２
７
年
3
月

に
変
更
さ
れ
、
新
た
に
国
の
補
助
金
を
活
用

し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
総
事
業
費
は
当
初
予

定
の
約
１
５
２
億
円
か
ら
約
１
７
０
億
円
と
な

り
、
規
模
を
変
更
し
て
も
、
保
留
床
処
分
費

も
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。
今
年

3
月
に
は
2
回
目
の
事
業
計
画
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
由
布
駅
の
ホ
ー
ム
に
は
外
国
人
観
光

客
と
思
わ
れ
る
団
体
１
０
０
人
以
上
が
お
り
、

九
州
地
方
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
凄
ま
じ
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
説
明
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に

４
４
０
万
人
い
た
観
光
客
は
約
7
割
に
減
少

し
て
お
り
、
内
、
約
70
万
人
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
と
の
こ
と
で
す
。
た
だ
、
市
と
し
て
積

極
的
に
そ
の
誘
致
策
は
取
っ
て
お
ら
ず
、
逆
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
が
顕
在
化
し

て
お
り
、
外
国
語
表
記
看
板
設
置
な
ど
の
対

策
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
由
布
温
泉
郷
で
は
国
民
保
養
地
温
泉
と

し
て
の
登
録
や
街
並
み
環
境
整
備
を
通
し
て
、

最
も
住
み
よ
い
ま
ち
こ
そ
が
最
も
優
れ
た
観

光
地
で
あ
る
と
い
う
信
念
で
街
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
お
り
、
誘
客
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
本
市
で
は
土
湯

温
泉
、
飯
坂
温
泉
で
街
並
み
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
方
針
づ
く
り
の
重
要
性
を
本
市
に
も

提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

視察視察視察
長崎県
長崎市

大分県
大分市

大分県
由布市

長
崎
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

末
広
町
一
丁
目
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

観
光
の
現
状
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
実
態
に
つ
い
て
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